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１１．．1100 年年経経っってて思思ううこことと  
  2011 年 3 月 11日、双葉町は平成 24年度予算の審議中だった。この日は、中学生の卒業式が 9時か
ら行われて、中学生たちが新しい旅立ちを始める日でもあった。 

  町も長く苦しい財政難から上を向く予算を議会に提示していた時だった。ニコニコしていたのだっ
た。この日を振り返ると、4 日前の 3 月 8日に文部科学省で、文部科学省の地震担当者と東電、東北電
力、日本原電の四者で津波の協議をしていて、余りにも大きいので、公表する表現を変えることを話
し合っていたと新聞記事で見たが、双葉町には何も聞かされていないから、突然の大地震が来て、大
津波が来たと思っていました。 

  双葉町は津波予測図を作っていたので、大丈夫だと思い込んでいたが、とても、とても大きく、予
測図は「作文」に過ぎなかった。 

  大地震で第一原発は壊れる（溶接不良個所があるので）と考えていたが、大津波で壊れる事までは
考えが及ばなかった。原発の事故の現場検証をしていない今、原因を特定できないが、物理的に壊れ
たということは、過酷な事象に耐えられなかったということで、システムとプロセス設計の問題で人
災であることは間違いない。 

  事故時の「防災・避難訓練」は何回もやってきていて、それぞれが確認し、認識していたからシナ
リオ通りに進めるものと思い込んでいたら、菅ら官邸に梯子を外されてしまいました。「例えれば、双
葉郡民体育大会に８カ町村の内、双葉、浪江、大熊、富岡町を参加させないで、誰かと、どこかで、
密室大会を行っているのです。」これを正常と考えられる菅直人政権でした。この異常な状態を、現在
もこのまま引き継いでいるのが自民党です。 

  この為、３月 11 日の夜半からベントについて、官邸と東電は、やり取りしていましたが、双葉町に
は何も情報は来ませんでした。ベントに気付き、とても高い被ばくをさせられていたことを知ったの
は、スーパーアリーナから旧騎西高校に移ってからでした。 

  12 日 15 時 40 分頃、1 号機の爆発があり、被ばくの恐怖は、その粉塵を頭から被った時でした。こ
の瞬間、ここにいた、みんなの動きと声が止まり、静まりかえりました。この時から、私は、ひろし
まの映画のように、いつ死ぬのだろうと思いながら現在まで来ています。今度、発売になりました「福
島が沈黙した日」の文中に、放医研は「双葉地区住民はハイリスク群」と見立てられていたと、書か
れていることで、驚愕の事実が公知されることになりました。私たちは、ベントと爆発の二重被ばく
をさせられていたのです。 
事故時のシナリオ「原子力災害対策マニュアル」を無いものにして、国民を騙し、現場を混乱させ、

この命の情報止め、被ばくさせた菅直人らを殺人者と思っています。この思いは永久に続きます。 

《私の主張》 

  ゼゼロロ××（（22++αα））  ＝＝ゼゼロロ  《贋作に騙されている国民》 
原告 井戸川克隆 
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２２．．ゼゼロロ××（（22++αα））ににつついいてて 

先ず、始めに、東日本大震災に伴う東京電力株式会社福島第一原子力発電所破壊事故を、本件「発
電所破壊事件」と呼ぶことにしています。 
本件「発電所破壊事件」の起源を探ると、私たちに安全だと話してきたことが、全部、ウソと偽装の

塊だと分かりました。 
その嘘の上塗りをしているのは、（２+α）なのです。 

下記グラフは、福島県民×（国、東電）と（α）の事故の責任割合を表示しています。 

αについて、皆さんはどのように考えられているでしょうか？ 
その答えは、事故時の対応から考えるとその答えは分かります。ゼロは、公論と合意から疎外されて

いる県民です。２は、上図から「東電」と「国」であることは明確です。αの正体は、事故から県民の
立場に立たず、核分裂生成物から県民を守らなかった福島県庁だということがお判りでしょう。 

題名の『ゼロ×（2+α）』の意味がお判りになったところで、本題に入ります。αと国を、どちらも
30％としたのは、行政に属する国と地方公共団体が含まれるからです。行政を（国 30％+地方 30％）に
した理由は、順法しなければならない立場にあることです。行政の災害時の順法とは、災害対策基本法
の趣旨に反しないように、国土、国民の生命、身体及び財産を災害から守れと、義務が行政に定められ
ているからです。 
 しかし、本件「発電所破壊事件」後は、行政法規は脱法し放題。原子力防災関係マニュアルは全て排
除して、「手当たり次第」の対応をしていたのです。特に許せないのは、関係法並びに災害対応のマニュ
アルや、福島県のしおり等にある「住民の生命・身体を守れ」と記されていたのにも関わらず、東京及
び東京電力を守っていた。そのために、双葉病院は取り残されて、多くの患者が亡くなったのです。 

行政の義務上の観点から見て、本件「発電所破壊事件」の場合、行政が必死に行ったことを、10 年経

県県民民
00%% 国国

3300%%

東東電電
4400%%

αα
3300%%

県民

東電

１１．．事事故故過過失失割割合合をを算算数数でで考考ええるるとと  
県県民民００％％××国国 3300％％××東東電電 4400％％××αα3300％％＝＝００
とといいうう結結果果ににななりり、、幾幾ららかかけけててもも００でですす。。  

２２．．00 ににななららなないいたためめににはは、、県県民民をを除除けけばば 110000％％とと
ななりり、、数数式式ににななりりまますす。。加加害害者者はは 110000％％でですす。。  

３３．．県県民民（（国国民民））がが 00 のの理理由由はは、、発発電電所所をを所所有有、、
営営業業ををししてていいなないいののでで責責任任ががなないいここととでですす。。  

４４．．東東電電をを 4400％％ととししたたののはは、、唯唯一一利利益益をを得得てていいたた

５５．．国国ととααをを 3300％％ととししたたののはは、、国国民民のの保保護護をを怠怠りり、、
東東電電にに味味方方ししてていいるるかかららでですす。 

かかららでですす。。
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過して振り返ってみた場合、行政の不当な「言葉遊び」と「贋作の作文」で、国民に責任を転嫁するこ
とに、終始していることが際立っています。 
特に、経産省のメディアコントロールは凄まじいものがあり、インターネットの監視を外注していた

資料を見たことがあります。その資料を見ると、日本は経産省に牛耳られていて、本件「発電所破壊事
件」では、ウソと偽装の作文を蔓延らせ、東電を免罪させ、原子力規制業務を一手にしてきた原子力安
全・保安院、原子力安全委員会、原子力安全基盤機構等を、責任追及から逃避させたこと、日本政府を
東京電力株式会社に天下りさせたことなどは、行政本来の業務ではなく、背任になります。 

αの実態は、 
県民を０としたのは、ステイクホルダー・ミーティングという原始的な合意形成を（２+α）らが、こ

れを拒み、県民らを不当に排除して、（２+α）らだけが、密室で自分たちだけの生き残りと都合のため
に、ウソと偽装の限りを尽くして、県民らの救済を怠り、自助を迫られているので、０とカウントしま
した。 
 「α」は、県民救済を標榜しているが、実態は真逆で、緊急時環境放射線モニタリング測定値の公表
を阻み、スピイディ情報を閉ざし、ヨウ素剤の予防服用を行わず（ヨウ素剤「予防」服用の最終判断は
市町村長が判断できます。）、スクリーニング基準を 6000cpm から 10 万 cpm という驚愕の 16 倍に引き
上げて、核分裂生成物の脅威を周知させないで、県立医大に虚偽の健康調査を強要させるなど、県民の
健康権を侵害し、損害賠償請求権まで妨害している福島県庁を「α」と位置付けている。 
 「α」の犯罪性を示すのは簡単で、事故前に行われていた、数々の原子力災害対策の防災・避難訓練
や、防災用冊子と、「原子力行政のあらまし」を参照すれば簡単にウソが見分けられます。 

３３．．見見ええなないい敵敵ががいいたた  

核分裂生成物の見えない敵よりも怖い敵がいた。それは、一番事故現場に近い、双葉町、大熊町を事
故対応体制からの排除だった。今まで、菅直人の独断専横と見ていたが、福島県庁に本物の敵が潜んで
いた。 
共犯者が、復興と叫んで、県民の避難を阻んでいたのだ。その証拠に、スピイディ情報に一番近い所

に共犯者がいて、３月１１日２３時４９分、大熊町にある福島県原子力センターに、スピイディ情報が
届けられたが、これを見ることが出来たのに、福島県災害現地対策本部長が止めたことが考えられる。 
 それ以外の決断者（知事）はここにはいなかった。このことを確認できたのは、最近、県現地対策本
部会議記録の情報開示を請求したら、「会会議議ははししてていいまませせんん」という返事が届いたので、ここでウソをつ
いていることが確認できた。 
 この現地本部長は、１１日の２３時頃、双葉町役場に立ち寄り、私が留守だったので、何も言わずに
大熊町のオフサイトセンターへ向かったと考えられる。この時、オフサイトセンターは停電で使えなか

ったので、一時、県の原子力センターにいたと伝えられている。この本部長は、１４日に核分裂生成物
の線量が高くなり、オフサイトセンターの使用を諦めて、県庁を使うことにしたので、一足早く県庁に
向かった事が、記録されている。 
１１日の夜半から１４日まで、県原子力センターとオフサイトセンターに、県の本部長は滞在してい 
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たが、事故時に開催することにしていた県現地対策本部会議をしていないとは考えられないが、情報
開示請求に対して、会議はしていないと答えたのは、この会議に参加するはずの双葉町、大熊町、浪江
町、富岡町等が参加させられていないので、「ししてていいなないい」と応えるしかなかったのだろう。 
県現地対策本部会議は開催していませんと答えたのだから、開催すべき会議を開催していないという

ことになり、県現地本部長としてオフサイトセンターにいた内堀副知事は、不開催という「不作為」を
働いたという証拠を示したことになる。 

⚫ 正正ししいい示示談談のの求求めめ方方

合意・同意を共有する手段として、当事者と反当事者が同席すること基本中の基本である。
スステテイイククホホルルダダーー・・ミミーーテティィンンググのの基基本本をを図図示示すするるとと以以下下ののよよううなな形形ににななるる。。
 平等な立場で自由な討議・討論＝結果➡示談・妥結となることが基本・・・公開ができる

≪図 1≫は正常な形 

⚫ 本本件件のの場場合合➡➡故故意意・・過過失失、、極極悪悪のの連連続続でではは、、示示談談ににはは至至ららなないい

 本本件件「「発発電電所所破破壊壊事事件件」」ににおおいいててはは、、偏偏見見でで、、密密室室でで、、加加害害たたちちがが、、加加害害者者にによよるる、、加加害害
者者たたちちののたためめのの会会議議がが行行わわれれたた。。・・・・・・公公開開ででききなないいももののににななっってていいるるののでで無無効効ででああるる。。

≪図 2≫は本件「発電所破壊事件」後の姿で無効である。 

被害者

加害者

妥結

国、東
電 県 無

効

 被被ばばくく被被害害矮矮小小化化組組織織  

被害者不参加で効果はない 

にによよるる「「そそそそののかかしし」」  
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４４．．偽偽装装ととのの戦戦いい  

  いやあ、長かった。一人の声はなかなか通らない。私がずっと言ってきた、核害の真相を明らかに
してくれたこの本は、非常にありがたいと思っています。 

  54 頁【三月一三日に放医研は、「双葉地区住民はハイリスク群」と見立てていた。原発近くにいた人
たちの身を案じるのは当然だろう。しかし、三月二四～三〇日に実施された政府の甲状腺被ばく測定で
は、原発近くから避難した人たちが対象外となった。事故後の混乱で放医研の見解が伝わらなかったと
しても、あまりに不自然だった。】について解説を加えると、官邸にいた総理大臣官邸原子力災害専門家
グループの影の動きを監視しなければならない。 
 事故に備えていた、原子力災害対策マニュアルを実施していれば、本書に在るような偽装はできなか
った。 

ここで、皆さんに、現実とウソの世界をご覧いただきたい。 
以下にお示ししました写真は、大熊町に有った原発の有事に使うために備えておいた施設「緊急事態応
急対策拠点施設」を活用して行った、「本物」の防災訓練の様子と機材等を撮影されています。 

皆皆ささんんはは、、事事故故発発生生かからら今今日日ままででのの政政府府のの「「贋贋作作」」をを見見せせらられれててききままししたた。。

私私はは事事故故直直後後かからら「「贋贋作作」」だだとと、、主主張張ししててききままししたたがが、、国国民民のの皆皆ささんんはは、、本本物物

をを見見てていいまませせんんののでで、、「「真真・・贋贋」」のの判判断断はは無無理理ででししたたがが、、以以降降のの写写真真をを公公開開しし

まますす。。事事故故後後ののメメデディィアアのの映映像像ににはは、、偽偽装装さされれてていいまますすののでで、、ここのの写写真真ののよようう

なな場場面面をを見見てていいなないいははずずでですす。。良良くくごご覧覧下下ささいい。。  
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双双葉葉町町  
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双双葉葉町町副副町町長長  
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ここで、怒りの声を挙げなければならない。 
理由は、本件を「発電所破壊事件」と命題した理由の源泉がこの写真に在る。原災法に準じれば、

この一斉通報を作動させなければならなかったが、原子力防災専門官が「義務」を放棄したために、
参集要員はオフサイトセンターに参集させられなかった。 

  原子力安全・保安院の意図的脱法が無ければ、この写真に在るように、双葉町に参集通報が来てい
たはずだ。 

  発電所周辺自治体をどうして排除したのかの理由を、原子力安全・保安院、菅内閣から一度も説明
が無く、理解を求められたことはなかったので、これを怠ったのは意図的で悪質な事故対応をしてい
ることと理解している。 

  菅直人の独裁を可能にするために、我々発電所周辺自治体を事故対応から排除したために起きたこ
とは、次のように、事故実態を隠ぺいすることが出来た。 

  隠ぺいの正体は、❶発電所周辺住民の避難誘導の不徹底を隠すことが出来たこと。❷核分裂生成物
が環境中に放出された実数を隠すことが出来た。❸実態と違う狭い範囲を避難区域にすることが出来
た。❹実像を隠し、被害量を矮小化できた。❺規制機関がこれまで言ってきた事が作文だったことを
知られないで済んだ。❻規制側の懈怠を追及されないようにした。❼情報を閉鎖することで、政府の
不作為の追及を避けた。❽作文家のシナリオでは事故処理が出来なくなったことがバレることを防い
でいる。❾政府の機能不全とパニックを知られないようにした。❿外道に進み衆生を地獄へ導いた 
⓫この事態を招いたのは、原子力安全・保安院の悪戯と懈怠によるもの

本本件件「「発発電電所所破破壊壊事事件件」」でではは、、一一斉斉召召集集連連絡絡ははなな
かかっったた。。  
原原子子力力防防災災専専門門官官のの所所在在はは確確認認ででききななかかっったたたためめ
にに、、近近隣隣のの参参集集要要員員にに連連絡絡がが無無かかっったた。。  
ここれれがが、、事事故故対対応応をを誤誤ららせせたた主主因因とと思思うう。。  
ここののたためめ、、双双葉葉町町はは事事故故開開始始かからら現現在在ままでで、、合合同同
対対策策協協議議会会にに参参加加ししてていいなないい。。  
ししたたががっってて、、本本件件事事故故開開始始かからら政政府府ららししききももののたた
ちちがが勝勝手手にに決決めめたた避避難難エエリリアア、、2200 ㍉㍉シシーーベベルルトト、、
避避難難解解除除等等にに正正当当性性がが無無いいののでで、、従従うう理理由由はは存存在在
ししなないい。。  
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事故が終息した時、これと同じ写真集ができる事を願っていますが、実写されているはずが

ない部分は、贋作か漫画になるしかありませんね。 
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５．そして破滅へ向かう日本 
先ず、中央集権制度の加虐性が口火を切ることだろう。原子力安全・保安院のある審議官が、事実か

ら逃げたことで、多くの国民を不幸に落とした。高学歴社会は、作文の作成を生業に励み、益々、白い
紙に金額を印刷し続け、株というお化けで資産を増やし、生産現場離れを引き起こすことになり、現場
に働く人類は、自然の変動に一番早く淘汰されてしまうことが心配である。 
人類が進化するにつれ、原始的な直接統治が効率を理由に、間接統治に代ってきた。その過程で、組

織から選ばれる原則の役員が、組織を私物化するようになり間接統治を劣化した。 
また、社会が中央と地方に、二分化して、片方の中央集権の者達は作文を生業として、現場に沿わな

い会議を続けて、優越的立場を悪用して、作文の失敗を地方に押し付けて自分に傷がつかないように、
高学歴者グループを守っている。地方分権の者達は、作文では現場を作ることも、壊すこともできない
ので、実際の図面を書いて、汗を掻いている。 
このような分化は、中央の作文屋たちは、実情を診る眼を失い、情報不足を良い事にして、贋作を書

くようになる。 
実情は海外からもやってきていた。日本政府の原子力安全・保安院の職員は 2006 年と 2008 年に米国

に出張し、NRC の幹部から B5b について詳細な説明を受けた。しかし、そこで得られた知識はその後、
日本国内の原発の規制に生かされることはなかった。 

2012 年 1 月 30日に保安院で開かれた記者会見で、森山善範対策監は、朝日新聞記者の質問に答え、「保
安院からNRCへ出張して、米国の対策について状況を聴取した、という事実はある」と認めた。しかし、
その際にはメモをとることが許されず、資料も持ち帰ることもできず、「保安院の中で広く情報が共有さ
れていたわけではない」というような、やり取りがネットに出ていました。 

B5bとは、2001 年 9月旅客機が高層ビルに突入した事件を受けて、米国政府が、全電源を喪失した場
合、応急的に原子炉を冷やす準備などについて、米国内の原発に義務づけた、新しい規制を B5b と呼ん
でいます。 
我が国の保安院はこの事実を知りながら、電気事業者に義務付けをさせないで、本件「発電所破壊事

件」を誘発させたのです。 
もう一つあります、原子力安全委員会の指針 27には、長時間にわたる全交流動力電源喪失は、送電線

の復旧又は非常用交流電源設備の修復が期待できるので考慮する必要はない。非常用交流電源設備の信
頼度が、系統構成又は運用（常に稼働状態にしておくことなど）により、十分高い場合においては、設
計上全交流動力電源設備喪失を想定しなくてもよい。となっていたことから、燃料溶融が起きたと断じ
ても良いと考えています。 
まだまだ作文が氾濫しています。逆に考えると事故前の作文が事故の引き金になった証拠になるので

す。だから、裁判所は過去の証拠を見ないようにして「予見可能性」が無かったと、虚偽の判決をして
いるのです。 
ドイツの裁判官は、市民といっしょにデモをしています。ボランティアもしています。 
日本に暮らす皆さんは、息苦しくなりませんか？私は、息苦しいですね、こんな人生にほとほと参っ

ています。コロナ処理と原発事故処理は全く同じです、末端にいる者に、自助と言って、丸投げですね。 
お終い。 
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